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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】近景観察と遠景観察の両方において良好な特殊
光画像を得る。
【解決手段】特殊光観察モード時に、光源装置の広帯域
光源から出射される広帯域光の光路上にフィルタターレ
ットを挿入する。フィルタターレットに、近景観察モー
ド時に第１青色狭帯域光及び第１緑色狭帯域光を透過さ
せる近景観察用フィルタと、遠景観察モード時に光量が
増加した第２青色狭帯域光及び第２緑色狭帯域光を透過
させる遠景観察用フィルタとを設ける。近景観察モード
時に近景観察用フィルタが広帯域光の光路上に挿入され
、遠景観察モード時に遠景観察用フィルタが広帯域光の
光路上に挿入されるように、フィルタターレットを回転
させる。近景観察と遠景観察とをそれぞれ最適な光量の
照明光下で行うことができるので、良好な特殊光画像が
得られる。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色の広帯域光を出射する広帯域光源と、
　前記広帯域光の一部を透過させて特殊光観察に用いる波長帯域が異なる第１及び第２の
２種類の狭帯域光を生成するための第１及び第２のフィルタ領域を有するフィルタユニッ
トであり、それぞれ第１及び第２の２種類のフィルタ領域を持ち、透過光量が相対的に多
い遠景観察用フィルタと、透過光量が相対的に少ない近景観察用フィルタとを有するフィ
ルタユニットと、
　前記第１及び第２の２種類のフィルタ領域が前記広帯域光源の光路内に同時に挿入され
るように、前記遠景観察用フィルタと前記近景観察用フィルタのいずれかを選択的に挿入
するフィルタ挿入手段と、
　前記第１及び第２の２種類の狭帯域光が照射された被観察部位を撮像する撮像手段と、
　を備えていることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記遠景観察用フィルタの前記第１及び第２のフィルタ領域は、前記近景観察用フィル
タの前記第１及び第２のフィルタ領域と比較して半値幅が拡げられた光透過特性を有する
ことを特徴とする請求項１記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記広帯域光により前記被観察部位の照明を行う通常モードと、前記第１及び第２の２
種類の狭帯域光により前記被観察部位の照明を行う特殊モードとを切り替えるモード切替
手段と、
　前記撮像手段の撮像により取得された撮像信号に基づいて、内視鏡先端部と前記被観察
部位との距離が近い状態にある近景観察状態または前記距離が遠い状態にある遠景観察状
態で撮影が行われたか否かを判定する観察状態判定手段とを備え、
　前記フィルタ挿入手段は、前記特殊モード時に前記観察状態判定手段が前記近景観察状
態にあると判定した場合には前記近景観察用フィルタを前記光路内に挿入するとともに、
前記遠景観察状態にあると判定した場合には前記遠景観察用フィルタを前記光路内に挿入
することを特徴とする請求項１または２記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記フィルタ挿入手段は、前記通常モードでは前記近景観察用フィルタ及び前記遠景観
察用フィルタを前記光路内から退避させるとともに、
　前記撮像手段は、前記通常モードでは前記広帯域光により照明された前記被観察部位を
撮像することを特徴とする請求項３記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記フィルタユニットは、前記近景観察用フィルタ及び前記遠景観察用フィルタを備え
る１枚の回転体であり、
　前記フィルタ挿入手段は、
　前記特殊モード時に前記回転体を前記光路内に挿入するとともに、前記通常モード時に
前記回転体を前記光路内から退避させる回転体移動手段と、
　前記特殊モード時に、前記近景観察状態にある場合には前記近景観察用フィルタが前記
光路内に挿入され、前記遠景観察状態にある場合には前記遠景観察用フィルタが前記光路
内に挿入されるように前記回転体を回転させる回転駆動手段と、を備えることを特徴とす
る請求項３または４記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記フィルタユニットは、前記近景観察用フィルタ、前記遠景観察用フィルタ、及び前
記広帯域光の全域を透過する開口を備える１枚の回転体であり、
　前記フィルタ挿入手段は、前記通常モード時には前記開口が前記光路内に挿入され、前
記特殊モードの前記近景観察状態時には前記近景観察用フィルタが前記光路内に挿入され
、前記特殊モードの前記遠景観察状態時には前記遠景観察用フィルタが前記光路内に挿入
されるように、前記回転体を回転させることを特徴とする請求項３記載の内視鏡システム
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。
【請求項７】
　前記観察状態判定手段は、前記撮像手段により取得した撮像信号から露光量を検出し、
検出した露光量が一定値以上である場合に前記近景観察状態にあると判定し、一定値未満
である場合に前記遠景観察状態であると判定することを特徴とする請求項３ないし６いず
れか１項記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記第１フィルタ領域は、ヘモグロビンの光吸収スペクトルの短波長側において吸収量
が多い波長帯域に対応する青色狭帯域光を透過する光透過特性を有し、第２フィルタ領域
は、前記吸収スペクトルの長波長側において吸収量が多い波長帯域に対応する緑色狭帯域
光を透過する光透過特性を有することを特徴とする請求項１ないし７いずれか１項記載の
内視鏡システム。
【請求項９】
　前記遠景観察用フィルタの第１フィルタ領域は、近景観察用フィルタの第１フィルタ領
域の光透過特性に対して短波長側のみ拡げられた光透過特性を有することを特徴とする請
求項８記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記近景観察用フィルタの前記第１フィルタ領域は、透過率のピークが４６０ｎｍ付近
であり、透過率のピークである４６０ｎｍ付近よりも長波長側で透過率が急激に低下し、
４００ｎｍ～４６０ｎｍでは透過率が緩やかに低下し、４００ｎｍを下回ると透過率が急
激に低下する光透過特性を有し、
　前記近景観察用フィルタの前記第２フィルタ領域は、透過率のピークが５５０ｎｍであ
り、半値幅が２０ｎｍ～４０ｎｍであることを特徴とする請求項９記載の内視鏡システム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２種類の特定の波長の光を利用して特殊光観察を行う内視鏡システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、特定の狭い波長帯域の光（狭帯域光）を生体組織に照射して、生体組織内の血管
を強調した観察像を得るなど、いわゆる特殊光観察を行える内視鏡システムが知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。血管（へモグロビン）の光吸収スペクトルは、４１５ｎ
ｍ付近や５４０ｎｍ付近の帯域に吸収ピークを持つため、この内視鏡システムでは、狭帯
域光として、４１５ｎｍ付近の光吸収率が高い帯域の波長を持つ青色（Ｂ）狭帯域光と、
５４０ｎｍ付近の光吸収率が高い帯域の波長を持つ緑色（Ｇ）狭帯域光を照明光として使
用している。
【０００３】
　血管（ヘモグロビン）の光吸収率が高い帯域に対応する狭帯域光を使用すると、観察像
においては、血管部分は光が吸収されるため暗く、血管の周辺組織では吸収されずに、散
乱、反射するため明るく写る。そして、照明光を狭帯域化することにより、光吸収率が高
い帯域から外れる波長が照明光から取り除かれるため、血管部分において散乱、反射する
成分が減り、血管とその周辺組織のコントラストが強調された観察像が得られる。
【０００４】
　また、生体組織内における光の散乱特性は、波長が長いほど低くなるため、波長が長い
光ほど生体組織の深層まで到達する（深達度が高い）。そのため、青色狭帯域光とより波
長が長い緑色狭帯域光の２種類の狭帯域光を利用することにより、青色狭帯域光により、
生体組織表面近くの表層にある表層血管を強調した像を得、緑色狭帯域光により、より深
い中深層の血管を強調した像を得ることができる。
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【０００５】
　特許文献１に記載されている内視鏡システムは、白色光源と、青色狭帯域光及び緑色狭
帯域光をそれぞれ透過する２種類のバンドパスフィルタが設けられた回転フィルタとを有
し、回転フィルタを回転させることにより２種類のバンドパスフィルタが交互に白色光源
の光路に挿入されるタイミングに合わせて、イメージセンサにより２種類の狭帯域光によ
る観察像を時分割で撮像する面順次方式の撮像方式が採用されている。面順次方式では、
撮像した２枚の観察像を合成することにより、表層及び中深層の血管の両方が強調された
観察像がモニタに表示される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－１７０００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の面順次方式は、２種類の狭帯域光による観察像を順
次撮像するため、フレームレートを上げにくいという問題がある。この問題の解決策とし
て、例えば、円形の領域を半割にした２つの半円領域にそれぞれ２種類の狭帯域光を生成
するための２種類のフィルタ領域が形成された円形フィルタを白色光源の光路に配置し、
２種類の狭帯域光を同時に照射して、各狭帯域光による観察像を同時に取得する混合同時
照射方式が検討されている。混合同時照射方式によれば面順次方式に比べてフレームレー
トを上げることができる。
【０００８】
　しかし、同時照射方式では、白色光源が出射する光が半分ずつ２つのフィルタ領域を透
過するため、各フィルタ領域を透過する光量は半分になってしまう。内視鏡を被観察部位
に近接させた状態で観察する近景観察の場合には、被観察部位との距離が近いため、光量
不足はそれほど問題にならないが、被観察部位から距離を離して観察する遠景観察の場合
には、光量が不足して画面全体が暗くなり観察がしにくいという新たな問題が生じる。
【０００９】
　こうした問題に対しては、撮像素子の信号出力のゲインを上げるといった信号処理で対
処する方法もあるが、ゲインを上げるとノイズも大きくなるので、信号出力が小さい場合
には、Ｓ／Ｎが著しく低下する。特殊光観察では、白色光を利用する通常観察と比べて、
少ない光量で撮像を行うため、信号出力は小さくなる場合が多いため、信号処理で対処す
る方法は採用しにくい。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、近景観察と遠景観察の両方に
おいて良好な観察像が得られる混合同時照射方式の内視鏡システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明の内視鏡システムは、白色の広帯域光を出射する広帯
域光源と、前記広帯域光の一部を透過させて特殊光観察に用いる波長帯域が異なる第１及
び第２の２種類の狭帯域光を生成するための第１及び第２のフィルタ領域を有するフィル
タユニットであり、それぞれ第１及び第２の２種類のフィルタ領域を持ち、透過光量が相
対的に多い遠景観察用フィルタと、透過光量が相対的に少ない近景観察用フィルタとを有
するフィルタユニットと、前記第１及び第２の２種類のフィルタ領域が前記広帯域光源の
光路内に同時に挿入されるように、前記遠景観察用フィルタと前記近景観察用フィルタの
いずれかを選択的に挿入するフィルタ挿入手段と、前記第１及び第２の２種類の狭帯域光
が照射された被観察部位を撮像する撮像手段と、を備えていることを特徴とする。
【００１２】



(5) JP 2012-143301 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

　前記遠景観察用フィルタの前記第１及び第２のフィルタ領域は、前記近景観察用フィル
タの前記第１及び第２のフィルタ領域と比較して半値幅が拡げられた光透過特性を有する
ことが好ましい。
【００１３】
　前記広帯域光により前記被観察部位の照明を行う通常モードと、前記第１及び第２の２
種類の狭帯域光により前記被観察部位の照明を行う特殊モードとを切り替えるモード切替
手段と、前記撮像手段の撮像により取得された撮像信号に基づいて、前記内視鏡先端部と
前記被観察部位との距離が近い状態にある近景観察状態または前記距離が遠い状態にある
遠景観察状態で撮影が行われたか否かを判定する観察状態判定手段とを備え、前記フィル
タ挿入手段は、前記特殊モード時に前記観察状態判定手段が前記近景観察状態にあると判
定した場合には前記近景観察用フィルタを前記光路内に挿入するとともに、前記遠景観察
状態にあると判定した場合には前記遠景観察用フィルタを前記光路内に挿入することが好
ましい。
【００１４】
　前記フィルタ挿入手段は、前記通常モードでは前記近景観察用フィルタ及び前記遠景観
察用フィルタを前記光路内から退避させるとともに、前記撮像手段は、前記通常モードで
は前記広帯域光により照明された前記被観察部位を撮像することが好ましい。
【００１５】
　前記フィルタユニットは、前記近景観察用フィルタ及び前記遠景観察用フィルタを備え
る１枚の回転体であり、前記フィルタ挿入手段は、前記特殊モード時に前記回転体を前記
光路内に挿入するとともに、前記通常モード時に前記回転体を前記光路内から退避させる
回転体移動手段と、前記特殊モード時に、前記近景観察状態にある場合には前記近景観察
用フィルタが前記光路内に挿入され、前記遠景観察状態にある場合には前記遠景観察用フ
ィルタが前記光路内に挿入されるように前記回転体を回転させる回転駆動手段と、を備え
ることが好ましい。
【００１６】
　前記フィルタユニットは、前記近景観察用フィルタ、前記遠景観察用フィルタ、及び前
記広帯域光の全域を透過する開口を備える１枚の回転体であり、前記フィルタ挿入手段は
、前記通常モード時には前記開口が前記光路内に挿入され、前記特殊モードの前記近景観
察状態時には前記近景観察用フィルタが前記光路内に挿入され、前記特殊モードの前記遠
景観察状態時には前記遠景観察用フィルタが前記光路内に挿入されるように、前記回転体
を回転させることが好ましい。
【００１７】
　前記観察状態判定手段は、前記撮像手段により取得した撮像信号から露光量を検出し、
検出した露光量が一定値以上である場合に前記近景観察状態にあると判定し、一定値未満
である場合に前記遠景観察状態であると判定することが好ましい。
【００１８】
　前記第１フィルタ領域は、ヘモグロビンの光吸収スペクトルの短波長側において吸収量
が多い波長帯域に対応する青色狭帯域光を透過する光透過特性を有し、第２フィルタ領域
は、前記吸収スペクトルの長波長側において吸収量が多い波長帯域に対応する緑色狭帯域
光を透過する光透過特性を有することが好ましい。
【００１９】
　前記遠景観察用フィルタの第１フィルタ領域は、近景観察用フィルタの第１フィルタ領
域の光透過特性に対して短波長側のみ拡げられた光透過特性を有することが好ましい。
【００２０】
　前記近景観察用フィルタの前記第１フィルタ領域は、透過率のピークが４６０ｎｍ付近
であり、透過率のピークである４６０ｎｍ付近よりも長波長側で透過率が急激に低下し、
４００ｎｍ～４６０ｎｍでは透過率が緩やかに低下し、４００ｎｍを下回ると透過率が急
激に低下する光透過特性を有し、前記近景観察用フィルタの前記第２フィルタ領域は、透
過率のピークが５５０ｎｍであり、半値幅が２０ｎｍ～４０ｎｍであることが好ましい。
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【発明の効果】
【００２１】
　本発明の内視鏡システムは、近景観察用フィルタと遠景観察用フィルタとを、広帯域光
源から出射される広帯域光の光路上に選択的に挿入することができるようにしたので、近
景観察と遠景観察とをそれぞれ最適な光量の照明光下で行うことができる。これにより、
近景観察及び遠景観察のいずれにおいても良好な特殊光画像が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】内視鏡システムの斜視図である。
【図２】内視鏡システムの電気的構成を示したブロック図である。
【図３】フィルタターレットの断面図である。
【図４】近景観察用フィルタの光透過特性を示したグラフである。
【図５】遠景観察用フィルタの光透過特性を示したグラフである。
【図６】血液（ヘモグロビン）の光吸収特性を示したグラフである。
【図７】生体組織の光散乱特性を示したグラフである。
【図８】マイクロフィルタの正面図である。
【図９】マイクロフィルタの機能を説明するための説明図である。
【図１０】特殊光観察モード時おける処理の流れを示したフローチャートである。
【図１１】近景観察モード時にＣＣＤで光電変換される光の種類を説明するための説明図
である。
【図１２】近景用特殊光画像の一例を示した説明図である。
【図１３】遠景観察モード時にＣＣＤで光電変換される光の種類を説明するための説明図
である。
【図１４】遠景用特殊光画像の一例を示した説明図である。
【図１５】第２実施形態の内視鏡システムの電気的構成を示したブロック図である。
【図１６】第３実施形態のフィルタターレットの断面図である。
【図１７】第３実施形態のフィルタターレットの回転制御のフローを示したフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
［第１実施形態］
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、患者の消化管内や気管内などの管内（被観
察部位）を撮像する電子内視鏡１１と、電子内視鏡１１により得られた撮像信号に基づい
て管内の観察像を生成するプロセッサ装置１２と、管内を照明する照明光を電子内視鏡１
１に対して出射する光源装置１３と、観察像を表示するモニタ１４とを備えている。
【００２４】
　内視鏡システム１０では、管内を白色光などの広帯域光で照明することで管内を全体的
に観察する通常観察モード（通常モード）と、管内を狭帯域光で照明して表層血管などを
強調表示した状態で観察する特殊光観察モード（特殊モード）との２つの観察モードを有
している。また、特殊光観察モードには、電子内視鏡１１の先端部と管内の生体組織との
距離が近い近景状態で観察を行う近景観察モードと、生体組織との距離が遠い遠景状態で
観察を行う遠景観察モードとの２つの観察モードがある。
【００２５】
　電子内視鏡１１は、管内に挿入される可撓性の挿入部１６と、挿入部１６の基端部に連
設され、電子内視鏡１１の把持及び挿入部１６の操作に用いられる操作部１７と、操作部
１７をプロセッサ装置１２及び光源装置１３にそれぞれ接続するユニバーサルコード１８
とを備えている。
【００２６】
　挿入部１６の先端部位である挿入部先端部１６ａには、管内の照明や撮影に用いられる
光学系、イメージセンサなどが内蔵されている。また、挿入部先端部１６ａの先端面には
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、観察窓１９（図２参照）、照明窓２０（図２参照）の他に、図示は省略するが送気送水
ノズル、挿入部１６内に挿通された鉗子チャネルの出口となる鉗子出口等が設けられてい
る。挿入部先端部１６ａの後端には、湾曲自在な湾曲部１６ｂが連設されている。
【００２７】
　操作部１７には、アングルノブ２１、操作ボタン２２、鉗子入口２３などが設けられて
いる。アングルノブ２１は、挿入部１６の湾曲方向及び湾曲量を調整する際に回転操作さ
れる。操作ボタン２２は、送気・送水や吸引等の各種の操作に用いられる。鉗子入口２３
は鉗子チャネルに連通している。
【００２８】
　ユニバーサルコード１８には、送気・送水チャンネル、信号ケーブル、及びライトガイ
ドなどが組み込まれている。このユニバーサルコード１８の先端部にはコネクタ部２５ａ
が設けられている。このコネクタ部２５ａは光源装置１３に接続する。また、コネクタ部
２５ａからはコネクタ部２５ｂが分岐している。このコネクタ部２５ｂはプロセッサ装置
１２に接続する。
【００２９】
　図２に示すように、光源装置１３は、広帯域光源３０と、集光レンズ３１と、円盤状の
フィルタターレット（フィルタユニット、回転体）３２と、ターレットシフト機構（回転
体移動手段）３３と、ターレット回転機構（回転駆動手段）３４とを備えている。ここで
、ターレットシフト機構３３、及びターレット回転機構３４が本発明のフィルタ挿入手段
を構成している。
【００３０】
　広帯域光源３０は、例えばキセノンランプ、白色ＬＥＤ、マイクロホワイト光源などが
用いられ、波長が赤色領域から青色領域（約４７０～７００ｎｍ）にわたる白色の広帯域
光ＢＢを発生する。この広帯域光源３０は、内視鏡検査中に広帯域光ＢＢを常時出射する
。
【００３１】
　集光レンズ３１は、広帯域光源３０から出射される広帯域光ＢＢの光路上に配置されて
いる。この集光レンズ３１は、広帯域光源３０から直接入射する広帯域光ＢＢや、フィル
タターレット３２を介して入射する狭帯域光などの照明光（以下、単に照明光という）を
ライトガイド３５に入射する。
【００３２】
　フィルタターレット３２は、特殊光観察モード時に広帯域光源３０と集光レンズ３１と
の間に配置される。このフィルタターレット３２は、広帯域光源３０から入射する広帯域
光ＢＢのうち、近景観察モード及び遠景観察モードごとに定められた特定の狭帯域光を透
過させる。
【００３３】
　図３に示すようにフィルタターレット３２には、近景観察モード時に使用される半割り
の近景観察用フィルタ３７と、遠景観察モード時に使用される半割りの遠景観察用フィル
タ３８とが設けられている。近景観察用フィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３８は、フ
ィルタターレット３２の回転軸３２ａの中心を通る直線に対して互いに線対称となるよう
に設けられている。
【００３４】
　近景観察用フィルタ３７は、広帯域光ＢＢのうち、近景観察モード時に使用される異な
る２つの波長帯域の狭帯域光を透過させる。この近景観察用フィルタ３７は、第１青色フ
ィルタエリア（第１フィルタ領域）Ｂｎ１ｆと、第１緑色フィルタエリア（第２フィルタ
領域）Ｇｎ１ｆとからなる。
【００３５】
　遠景観察用フィルタ３８は、広帯域光ＢＢのうち、遠景観察モード時に使用される異な
る２つの波長帯域の狭帯域光を透過させる。遠景観察用フィルタ３８は、第２青色フィル
タエリア（第１フィルタ領域）Ｂｎ２ｆと、第２緑色フィルタエリア（第２フィルタ領域
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）Ｇｎ２ｆとからなる。
【００３６】
　図４に示すように、第１青色フィルタエリアＢｎ１ｆは、広帯域光ＢＢのうち、青色の
特定の波長帯域に制限された青色狭帯域光（以下、第１青色狭帯域光という）Ｂｎ１を透
過させる。また、第１緑色フィルタエリアＧｎ１ｆは、広帯域光ＢＢのうち、緑色の特定
の波長帯域に制限された狭帯域光（以下、第１緑色狭帯域光という）Ｇｎ１を透過させる
。なお、第１青色狭帯域光Ｂｎ１は本発明の第１狭帯域光に相当し、第１緑色狭帯域光Ｇ
ｎ１は本発明の第２狭帯域光に相当する。
【００３７】
　第１青色狭帯域光Ｂｎ１は、ヘモグロビンの光の吸収スペクトルの吸収ピークにあわせ
て、例えば、波長が４６０ｎｍ付近で図中の光透過率で表されるように光量がピーク値に
達し、４６０ｎｍ付近よりも長波長側では光量が急激に低下し、４６０ｎｍ付近と５００
付近ｎｍの間で光量はほぼ「０」になる。一方、４６０ｎｍ付近よりも短波長側では、長
波長側での光量の低下ほど急激でないものの、光量は４６０ｎｍ付近から４００ｎｍ付近
にかけて低下し、４００付近ｎｍよりも下回ったところで光量は「０」になる。また、第
１青色狭帯域光Ｂｎ１の半値幅ｈＢ１は、例えば、約３５ｎｍ～４５ｎｍとなっている。
なお、ここでいう半値幅とは、光透過率のピーク値の半分を示す値（以下、ピーク半値と
いう）の波長帯域である。
【００３８】
　第１緑色狭帯域光Ｇｎ１は、ヘモグロビンの光の吸収スペクトルの吸収ピークにあわせ
て、例えば、波長が５５０ｎｍ付近で光量がピーク値に達し、５４０ｎｍ付近よりも短波
長側、及び５６０ｎｍ付近よりも長波長側で光量が急激に低下して「０」になる。また、
第１緑色狭帯域光Ｇｎ１の半値幅ｈＧ１は、例えば、約２０ｎｍ～４０ｎｍとなっている
。
【００３９】
　図５に示すように、第２青色フィルタエリアＢｎ２ｆは、広帯域光ＢＢのうち、第１青
色狭帯域光Ｂｎ１よりも半値幅が拡げられた第２青色狭帯域光Ｂｎ２を透過させる。また
、第２緑色フィルタエリアＧｎ２ｆは、広帯域光ＢＢのうち、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１よ
りも半値幅が拡げられた第２緑色狭帯域光Ｇｎ２を透過させる。なお、第２青色狭帯域光
Ｂｎ２は本発明の第１狭帯域光に相当し、第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は本発明の第２狭帯域
光に相当する。
【００４０】
　第２青色狭帯域光Ｂｎ２は、第１青色狭帯域光Ｂｎ１と同様に、光量がピーク値に達す
る４６０ｎｍ付近よりも長波長側では光量が急激に低下する。逆に４６０ｎｍ付近よりも
短波長側では、第１青色狭帯域光Ｂｎ１とは異なり、４６０ｎｍ付近から４００ｎｍ付近
の間では比較的高い光量を保持した状態で光量が徐々に低下する。そして、４００ｎｍ付
近で光量が急激に低下し始めて、４００ｎｍ付近よりも下回ったところで光量は「０」に
なる。
【００４１】
　また、第２青色狭帯域光Ｂｎ２の半値幅ｈＢ２は、例えば、約７５ｎｍ～９５ｎｍとな
っている。第２青色狭帯域光Ｂｎ２のピーク半値の最長波長は第１青色狭帯域光Ｂｎ１の
最短波長とほぼ同じであるのに対して、ピーク半値の最短波長は第１青色狭帯域光Ｂｎ１
の最短波長よりも短くなっている。従って、第２青色狭帯域光Ｂｎ２は、第１青色狭帯域
光Ｂｎ１に対して、４６０ｎｍ付近よりも長波長側の光量をほぼ変化させず、短波長側の
光量を増加させた光である。
【００４２】
　第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１と同様に５５０ｎｍ付近で光量が
ピーク値に達するのに対し、半値幅ｈＧ２については、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１よりも拡
げられた例えば約５０～７０ｎｍとなっている。このため、第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は、
第１緑色狭帯域光Ｇｎ１と比較して、半値幅が拡がった分だけ光量が増加する。
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【００４３】
　第１青色狭帯域光Ｂｎ１と第２青色狭帯域光Ｂｎ２をそれぞれ図４、図５に示す光量分
布にしたのは次の理由による。ヘモグロビンの吸収特性を示す図６において、照射された
光のうち４６０ｎｍ付近を下回る波長の光は生体組織内の表層血管内の血液（ヘモグロビ
ン）で極めて強い吸収を受けるのに対し、逆に４６０ｎｍ付近を超える光はヘモグロビン
によりほとんど吸収されずにそのまま透過する。
【００４４】
　一方、生体組織の散乱特性を示す図７において、照射された光は、波長が短くなるのに
従って生体組織内でより散乱される。生体組織の光散乱特性に関する知見などから、照射
された光の波長が４７０ｎｍ付近を超えなければ、表層血管では照射された光のほとんど
が吸収されて挿入部先端部１６ａに返らない。逆に表層血管の周辺の生体組織では、比較
的強い散乱特性によって照射された光の多くが反射して挿入部先端部１６ａにまで返る。
これにより、表層血管とその周辺の生体組織とのコントラストが極めて高くなるため、表
層血管などを十分に強調表示することができる。
【００４５】
　このように表層血管などを十分に強調表示するためには、近景観察時と遠景観察時のい
ずれの観察時においても、４７０ｎｍ付近を超える波長域において光量が「０」となる光
を照射することが不可欠となる。一方、４７０ｎｍ付近を超えなければ、表層血管などを
十分に強調表示することができる。このため、第１青色狭帯域光Ｂｎ１と第２青色狭帯域
光Ｂｎ２は表層血管などの強調表示可能な光であり、さらに第２青色狭帯域光Ｂｎ２は半
値幅を短波長側に拡げることにより光量が増加する。
【００４６】
　第１緑色狭帯域光Ｇｎ１と第２緑色狭帯域光Ｇｎ２をそれぞれ図４、図５に示す光量分
布にしたのは次の理由による。図６に示すように４６０ｎｍ付近を超える光についてはヘ
モグロビンに対する光吸収特性は低くなるが、５００ｎｍ～６００ｎｍ付近の間、特に５
３０ｎｍ～５７０ｎｍ付近ではヘモグロビンに対する光の吸収特性が高くなる。そして、
６００ｎｍ付近を超える光については再び吸収特性は低くなる。
【００４７】
　また、図７に示すように、波長が長くなるほど散乱係数は徐々に低くなるものの、５０
０ｎｍ～６００ｎｍ付近の間では散乱特性が急激に変化することはない。生体組織の光散
乱特性に関する知見などから、照射された光の波長が５００ｎｍ～６００ｎｍ付近の間、
特に５３０ｎｍ～５７０ｎｍ付近の間では、光が表層血管よりも深部にある中深層血管に
到達する。この光は中深層血管では吸収される一方で、中深層血管の周辺の生体組織では
反射及び散乱される。その結果、中深層血管とその周りの生体組織とのコントラストが高
くなるため、中深層血管などを十分に強調表示することができる。
【００４８】
　このように中深層血管などを十分に強調表示するためには、近景観察時と遠景観察時の
いずれの観察時においても、照射する光の波長帯域が５００ｎｍ～６００ｎｍ付近の間、
好ましくは５３０ｎｍ～５７０ｎｍ付近であることが不可欠である。この範囲内であれば
中深層血管などを十分に強調表示することができる。このため、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１
と第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は中深層血管などの強調表示可能な光であり、さらに第２緑色
狭帯域光Ｂｎ２は半値幅を拡げることにより光量が増加する。
【００４９】
　図２に戻って、ターレットシフト機構３３は、フィルタターレット３２を、広帯域光源
３０から出射される広帯域光ＢＢの光路内に挿入した挿入位置と、この光路内から退避さ
せた退避位置との間で移動させる。挿入位置は、回転軸３２ａを中心として近景観察用フ
ィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３８のそれぞれの中心を通る円状の軌跡と、広帯域光
ＢＢの光路とが直交する位置である。ターレットシフト機構３３は、通常観察モード時に
はフィルタターレット３２を退避位置に移動させ、近景観察モード及び遠景観察モード時
にはフィルタターレット３２を挿入位置に移動させる。
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【００５０】
　ターレット回転機構３４は、回転軸３２ａに接続されており、観察モードが近景観察モ
ードまたは遠景観察モードに切り替えられたときにフィルタターレット３２を回転させる
。ターレット回転機構３４は、近景観察モード時には近景観察用フィルタ３７の両フィル
タエリアＢｎ１ｆ，Ｇｎ１ｆが同時に広帯域光ＢＢの光路内に挿入され、遠景観察モード
時には遠景観察用フィルタ３８の両フィルタエリアＢｎ２ｆ，Ｇｎ２ｆが同時に広帯域光
ＢＢの光路内に挿入されるように、フィルタターレット３２を回転させる。
【００５１】
　上記各構成により、光源装置１３は、通常観察モード時には広帯域光ＢＢをライトガイ
ド３５へ出射し、近景観察モード時には第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇ
ｎ１をライトガイド３５へ出射し、遠景観察モード時には第２青色狭帯域光Ｂｎ２及び第
２緑色狭帯域光Ｇｎ２をライトガイド３５へ出射する。
【００５２】
　電子内視鏡１１は、ライトガイド３５、ＣＣＤ型イメージセンサ（以下、ＣＣＤという
、撮像手段）４４、アナログ処理回路（ＡＦＥ：Analog Front End）４５、撮像制御部４
６を備えている。ライトガイド３５は大口径光ファイバ、バンドルファイバなどである。
このライトガイド３５は、入射端が光源装置１３に挿入されており、出射端が挿入部先端
部１６ａ内に設けられた照射レンズ４８に対向している。ライトガイド３５から照射レン
ズ４８に入射した照明光は、照明窓２０を通して管内に照射される。そして、管内で反射
した光は、観察窓１９を通して集光レンズ５１に入射する。
【００５３】
　ＣＣＤ４４は、複数のフォトダイオード５２（以下、ＰＤ５２という、図９参照）が２
次元配列された撮像面４４ａを有しており、集光レンズ５１から入射する被写体光を各Ｐ
Ｄ５２で電気的な撮像信号に変換してＡＦＥ４５へ出力する。なお、ＣＣＤの代わりにＭ
ＯＳ型のイメージセンサを用いてもよい。ＣＣＤ４４には、プロセッサ装置１２により制
御される撮像制御部４６が接続している。ＣＣＤ４４は、撮像制御部４６からの駆動信号
に基づいて、所定のフレームレートで撮像信号をＡＦＥ４５へ出力する。
【００５４】
　図８及び図９に示すように、ＣＣＤ４４は、各ＰＤ５２上に２次元配列された赤色、緑
色、青色のマイクロフィルタ５３Ｒ，５３Ｇ，５３Ｂを備えるカラーＣＣＤである。これ
により、ＣＣＤ４４は、マイクロフィルタ５３Ｒとその下方（図中では側方、以下同じ）
に配置されたＰＤ５２とからなるＲ画素、マイクロフィルタ５３Ｇとその下方に配置され
たＰＤ５２とからなるＧ画素、マイクロフィルタ５３Ｂとその下方に配置されたＰＤ５２
とからなるＢ画素を備える。
【００５５】
　マイクロフィルタ５３Ｒは、広帯域光ＢＢのうち、赤色帯域の赤色光Ｒを透過させる。
マイクロフィルタ５３Ｇは、広帯域光ＢＢのうち、緑色帯域の緑色光Ｇを透過させる。マ
イクロフィルタ５３Ｂは、広帯域光ＢＢのうち、青色帯域の青色光Ｂを透過させる。各マ
イクロフィルタ５３Ｒ，５３Ｇ，５３Ｂにより、撮像面４４ａに入射する光を赤緑青の３
色に分離することができる。なお、青色光Ｂには第１及び第２青色狭帯域光Ｂｎ１，Ｂｎ
２が含まれるとともに、緑色光Ｇには第１及び第２緑色狭帯域光Ｇｎ１，Ｇｎ２が含まれ
る。
【００５６】
　図２に戻って、ＡＦＥ４５は、図示は省略するが相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）
、自動ゲイン制御回路（ＡＧＣ）、及びアナログ／デジタル変換器（Ａ／Ｄ）から構成さ
れている。ＣＤＳは、ＣＣＤ４４からの撮像信号に対して相関二重サンプリング処理を施
してノイズを除去する。ＡＧＣは、ＣＤＳによりノイズが除去された撮像信号を増幅する
。Ａ／Ｄは、ＡＧＣで増幅された撮像信号を、所定のビット数のデジタルな撮像信号に変
換してプロセッサ装置１２に送る。
【００５７】
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　プロセッサ装置１２は、ＣＰＵ５４と、デジタル信号処理部（Digital Signal Process
or：ＤＳＰ）５５と、フレームメモリ５６と、観察状態判定部５７と、表示制御回路５８
と、観察モード切替スイッチ５９とを備えている。ＣＰＵ５４は、プロセッサ装置１２の
各部、並びに光源装置１３のターレットシフト機構３３、ターレット回転機構３４に信号
線で接続されており、これらを統括的に制御する。
【００５８】
　ＤＳＰ５５は、ＡＦＥ４５から入力される撮像信号に対し、ホワイトバランス調整、色
調処理、階調処理、シャープネス処理などの信号処理を行う。ＤＳＰ５５は、観察モード
が通常観察モードに設定されている場合に、ＡＦＥ４５から入力される青色撮像信号、緑
色撮像信号、赤色撮像信号に上記信号処理を施すことによって、Ｂ，Ｇ，Ｒの３色の画素
値を持つ通常画像データを生成する。この通常画像データはフレームメモリ５６に記憶さ
れる。
【００５９】
　一方、ＤＳＰ５５は、観察モードが近景観察モードに設定されている場合に、ＡＦＥ４
５から入力される第１青色狭帯域撮像信号と第１緑色狭帯域撮像信号のそれぞれに対して
適宜信号処理を施すことで、近景用特殊光画像データを生成する。また、ＤＳＰ５５は、
観察モードが遠景観察モードに設定されている場合に、ＡＦＥ４５から入力される第２青
色狭帯域撮像信号と第２緑色狭帯域撮像信号のそれぞれに対して適宜信号処理を施すこと
で、遠景用特殊光画像データを生成する。これら近景用特殊光画像データ及び遠景用特殊
光画像データもフレームメモリ５６に記憶される。
【００６０】
　観察状態判定部５７は、フレームメモリ５６に新たに記憶された近景用特殊光画像デー
タまたは遠景用特殊光画像データのいずれか一方の画像データの輝度信号に基づき、露光
量を検出する。そして、観察状態判定部５７は、この露光量が一定値以上である場合には
現時点で近景観察状態にあると判定し、この露光量が一定値未満である場合には遠景観察
状態にあると判定する。この判定結果はＣＰＵ５４に逐次入力される。
【００６１】
　表示制御回路５８は、観察モードが通常観察モードである場合には、フレームメモリ５
６から通常画像データを読み出し、この通常画像データに基づいてモニタ１４に通常画像
を表示させる。モニタ１４に通常画像を表示する際には、図９に示すように、通常画像デ
ータのＢ，Ｇ，Ｒの３色の画素値を、それぞれモニタ１４のＢチャンネル、Ｇチャンネル
、Ｒチャンネルに割り当てて出力する。
【００６２】
　一方、表示制御回路５８は、観察モードが近景観察モードである場合には、フレームメ
モリ５６から近景用特殊光画像データを読み出し、この近景用特殊光画像データに基づい
てモニタ１４に近景用特殊光画像を表示させる。この特殊光画像を表示する際には、ＣＣ
Ｄ４４のＢ画素で取得した第１青色狭帯域撮像信号をモニタ１４のＢ，Ｇチャネルに割り
当て、Ｇ画素で取得した第１緑色狭帯域撮像信号をモニタ１４のＲチャネルに割り当てる
（図１１参照）。モニタ１４に表示される特殊光画像の表層血管部分は、第１青色狭帯域
光Ｂｎの吸収により第１青色狭帯域撮像信号の画素値が「０」に近くなることで、Ｂ，Ｇ
チャネルが暗くなり、Ｒチャネルのみが相対的に明るくなるので、茶色に表示される。ま
た、中深層血管部分は、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１の吸収によりＲチャネルが暗くなるので
、Ｂ，Ｇチャネルを混合したシアンで表示される。
【００６３】
　また、表示制御回路５８は、観察モードが遠景観察モードである場合には、フレームメ
モリ５６から遠景用特殊光画像データを読み出し、この遠景用特殊光画像データに基づき
遠景用特殊光画像をモニタ１４に表示させる。なお、第２青色狭帯域撮像信号及び第２緑
色狭帯域撮像信号のモニタ１４のＢチャンネル、Ｇチャンネル、Ｒチャンネルへの割り当
ては近景観察モードと同じである（図１３参照）。
【００６４】
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　観察モード切替スイッチ５９は、内視鏡システム１０の観察モードを通常観察モードま
たは特殊光観察モードに切り替える際に操作される。
【００６５】
　ＣＰＵ５４は、観察モード切替スイッチ５９で通常観察モードが選択された場合には、
観察モードを通常観察モードに設定する。また、ＣＰＵ５４は、観察モード切替スイッチ
５９で特殊光観察モードが選択された場合には、観察状態判定部５７の判定結果に基づき
、観察モードを近景観察モードあるいは遠景観察モードに設定する。そして、ＣＰＵ５４
は、設定した観察モードの種類に応じて、ターレットシフト機構３３及びターレット回転
機構３４を制御して、光源装置１３から出射される照明光の種類を切り替える。
【００６６】
　次に、図１０を用いて上記構成の内視鏡システム１０の作用、特に特殊光観察モード時
における動作について詳しく説明する。なお。内視鏡検査の準備処理、患者の消化管や気
管等の管内への挿入部１６の挿入、及び広帯域光ＢＢを用いた通常観察は、従来と基本的
に同じであるため、ここでは説明を省略する。
【００６７】
　通常観察から特殊光観察に切り替える場合には、観察モード切替スイッチ５９を通常観
察モードから特殊光観察モードに切り替える。なお、特殊光観察モードでは初期設定で近
景観察モードに設定されている。プロセッサ装置１２のＣＰＵ５４は、観察モード切替ス
イッチ５９が特殊光観察モード切り替えられたときに、光源装置１３のターレットシフト
機構３３に対してフィルタ挿入指令を発した後、さらにターレット回転機構３４に対して
近景観察用フィルタセット指令を発する。
【００６８】
　ターレットシフト機構３３は、ＣＰＵ５４からのフィルタ挿入指令を受けて、フィルタ
ターレット３２を退避位置から挿入位置へ移動する。次いで、ターレット回転機構３４は
、ＣＰＵ５４からの近景観察用フィルタセット指令を受けて、近景観察用フィルタ３７が
広帯域光ＢＢの光路内に位置するようにフィルタターレット３２を回転させる。これによ
り、第１青色フィルタエリアＢｎ１ｆ及び第１緑色フィルタエリアＧｎ１ｆが光路内に同
時挿入される。なお、初期設定で近景観察用フィルタ３７が広帯域光ＢＢの光路内に挿入
されている場合には、フィルタターレット３２を回転させる必要はない。
【００６９】
　図１１に示すように、近景観察用フィルタ３７が広帯域光ＢＢの光路内に挿入されるこ
とにより、広帯域光ＢＢのうち第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１がそ
れぞれ第１青色フィルタエリアＢｎ１ｆ、第１緑色フィルタエリアＧｎ１ｆを透過する。
これら第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１は、集光レンズ３１、ライト
ガイド３５、照射レンズ４８、及び照明窓２０を経て、患者の管内に照射される。これに
より、この管内で反射／散乱した第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１が
観察窓１９に入射し、さらに集光レンズ５１を通してＣＣＤ４４に入射する。
【００７０】
　ＣＣＤ４４に入射した第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１のうち、マ
イクロフィルタ５３Ｂに入射した第１青色狭帯域光Ｂｎ１は、マイクロフィルタ５３Ｂを
透過してその下方に配置されたＰＤ５２で受光される。また、マイクロフィルタ５３Ｇに
入射した第１緑色狭帯域光Ｇｎ１は、マイクロフィルタ５３Ｇを透過してその下方に配置
されたＰＤ５２で受光される。各ＰＤ５２は、受光した光を電気的な撮像信号に変換して
ＡＦＥ４５へ出力する。ＡＦＥ４５は、ＣＣＤ４４からの撮像信号に各種信号処理を施し
て、デジタルな第１青色狭帯域撮像信号と第１緑色狭帯域撮像信号をプロセッサ装置１２
のＤＳＰ５５へ出力する。
【００７１】
　第１青色狭帯域撮像信号と第１緑色狭帯域撮像信号は、ＤＳＰ５５により各種信号処理
が施された後、近景用特殊光画像データとしてフレームメモリ５６に記憶される。表示制
御回路５８は、ＣＰＵ５４の制御の下、新たにフレームメモリ５６に記憶された近景用特
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殊光画像データを読み出す。そして、図１２に示すように、表示制御回路５８は、近景用
特殊光画像データ基づき、近景用特殊光画像６０をモニタ１４に表示させる。
【００７２】
　図１０に戻って観察状態判定部５７は、ＣＰＵ５４の制御の下、新たにフレームメモリ
５６に記憶された近景用特殊光画像データの輝度信号に基づき、撮影時の露光量を検出す
る。次いで、観察状態判定部５７は、露光量の検出結果が一定値以上である場合には、近
景観察状態にあると判定して、この判定結果をＣＰＵ５４に送る。ＣＰＵ５４は、観察状
態判定部５７からの判定結果を受けて近景観察モードを継続する。以下、観察状態判定部
５７により判定される観察状態が遠景観察状態に変わるまで、上述の近景用特殊光画像６
０の表示と、近景用特殊光画像データに基づく露光量の検出と、観察状態の判定とが繰り
返し実行される。
【００７３】
　観察状態判定部５７は、露光量の検出結果が一定値未満になった場合には、観察状態が
遠景観察状態に切り替わったと判定し、この判定結果をＣＰＵ５４へ送る。ＣＰＵ５４は
、観察状態判定部５７からの判定結果を受けて、特殊光観察モードを近景観察モードから
遠景観察モードに切り替える。
【００７４】
　ＣＰＵ５４は、ターレット回転機構３４に対して遠景観察用フィルタセット指令を発す
る。この遠景観察用フィルタセット指令を受けて、ターレット回転機構３４はフィルタタ
ーレット３２を１８０°回転させる。これにより、遠景観察用フィルタ３８の第２青色フ
ィルタエリアＢｎ２ｆ及び第２緑色フィルタエリアＧｎ２ｆが広帯域光ＢＢの光路内に同
時挿入される。
【００７５】
　図１３に示すように、広帯域光ＢＢのうち、第２青色フィルタエリアＢｎ２ｆ及び第２
緑色フィルタエリアＧｎ２ｆをそれぞれ透過した第２青色狭帯域光Ｂｎ２、第２緑色狭帯
域光Ｇｎ２が、ライトガイド３５等を介して照明窓２０から管内に照射される。そして、
管内で反射／散乱した第２青色狭帯域光Ｂｎ２及び第２緑色狭帯域光Ｇｎ２が観察窓１９
や集光レンズ５１を通してＣＣＤ４４に入射する。
【００７６】
　ＣＣＤ４４のマイクロフィルタ５３Ｂに入射した第２青色狭帯域光Ｂｎ２、及びマイク
ロフィルタ５３Ｇに入射した第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は、それぞれマイクロフィルタ５３
Ｂ，５３Ｇを透過してＰＤ５２で受光される。以下、近景観察モード時と同様に、ＡＦＥ
４５から第２青色狭帯域撮像信号と第２緑色狭帯域撮像信号がＤＳＰ５５に送られ、この
ＤＳＰ５５にて遠景用特殊光画像データが生成されてフレームメモリ５６に記憶される。
【００７７】
　図１４に示すように、表示制御回路５８は、ＣＰＵ５４の制御の下、新たにフレームメ
モリ５６に記憶された遠景用特殊光画像データを読み出し、この遠景用特殊光画像データ
に基づき遠景用特殊光画像６１をモニタ１４に表示させる。この際に照明光として使用さ
れる第２青色狭帯域光Ｂｎ２及び第２緑色狭帯域光Ｇｎ２は、図６に示す吸収特性及び図
７に示す散乱特性を鑑みてそれぞれ表層血管や中深層血管を強調表示可能な範囲内で、近
景観察モード時の各狭帯域光Ｂｎ１，Ｇｎ１に対して半値幅を拡げることで光量を増加さ
せている。このため、遠景観察を行う場合でも光量不足が防止され、良好な遠景用特殊光
画像６１が得られる。
【００７８】
　図１０に戻って、観察状態判定部５７は、ＣＰＵ５４の制御の下、新たにフレームメモ
リ５６に記憶された遠景用特殊光画像データの輝度信号に基づき、撮影時の露光量を検出
する。そして、観察状態判定部５７は、露光量の検出結果が一定値未満である場合には、
遠景観察状態が維持されていると判定して、この判定結果をＣＰＵ５４に送る。ＣＰＵ５
４は、観察状態判定部５７からの判定結果を受けて遠景観察モードを継続する。以下、観
察状態判定部５７により判定される観察状態が近景観察状態に変わるまで、上述の遠景用
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特殊光画像６１の表示と、遠景用特殊光画像データに基づく露光量の検出と、観察状態の
判定とが繰り返し実行される。
【００７９】
　観察状態判定部５７は、露光量の検出結果が一定値以上になった場合には、観察状態が
近景観察状態に切り替わったと判定し、この判定結果をＣＰＵ５４へ送る。ＣＰＵ５４は
、観察状態判定部５７からの判定結果を受けて、特殊光観察モードを近景観察モードに切
り替える。これにより、図１０～図１２に示すように、近景用特殊光画像６０の表示と、
露光量の検出と、観察状態の判定とが実行される。この際に、照明光として使用される第
１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１は、遠景観察モード時の各狭帯域光Ｂ
ｎ２，Ｇｎ２に対して光量が抑えられているので、近景用特殊光画像６０が明るくなり過
ぎて見難くなることが防止される。
【００８０】
　以下、特殊光観察を終了するまで、観察状態判定部５７が近景観察状態と判定した場合
には第１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１からなる照明光下での特殊光観
察が行われ、遠景観察状態と判定した場合には第２青色狭帯域光Ｂｎ２及び第２緑色狭帯
域光Ｇｎ２からなる照明光下での特殊光観察が行われる。近景観察及び遠景観察がそれぞ
れ最適な光量の照明光下で行われるので、良好な特殊光画像が得られる。
【００８１】
［第２実施形態］
　次に本発明の第２実施形態の内視鏡システム７０について説明を行う。上記第１実施形
態の内視鏡システム１０では、近景観察用フィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３８がタ
ーレット方式のフィルタターレット３２に設けられているが、内視鏡システム７０では両
フィルタ３７，３８がそれぞれ独立して設けられている。なお、内視鏡システム７０は、
上記第１実施形態と基本的に同じ構成であるので、第１実施形態と機能・構成上同一のも
のについては、同一符号を付してその説明は省略する。
【００８２】
　内視鏡システム７０の光源装置１３には、上記第１実施形態のフィルタターレット３２
、ターレットシフト機構３３、及びターレット回転機構３４の代わりに、フィルタシフト
機構（フィルタ挿入手段）７１が設けられている。フィルタシフト機構７１は、近景観察
用フィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３８をそれぞれ広帯域光ＢＢの光路上に挿入した
挿入位置と、この光路上から退避させた退避位置との間で移動させる。
【００８３】
　ＣＰＵ５４は、観察モード切替スイッチ５９で通常観察モードが選択された場合には、
フィルタシフト機構７１を制御して、近景観察用フィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３
８を退避位置に移動させる。また、ＣＰＵ５４は、観察モード切替スイッチ５９で特殊光
観察モードが選択された場合には、観察状態判定部５７の判定結果に応じてフィルタシフ
ト機構７１を制御する。
【００８４】
　具体的に、ＣＰＵ５４は、観察状態判定部５７が近景観察状態であると判定した場合に
、フィルタシフト機構７１を制御して近景観察用フィルタ３７を挿入位置に移動させると
ともに、遠景観察用フィルタ３８を退避位置に移動させる。また逆に、ＣＰＵ５４は、観
察状態判定部５７が遠景観察状態であると判定した場合に、フィルタシフト機構７１を制
御して遠景観察用フィルタ３８を挿入位置に移動させるとともに、近景観察用フィルタ３
７を退避位置に移動させる。
【００８５】
　このように内視鏡システム７０においても、近景観察状態のときは光源装置１３から第
１青色狭帯域光Ｂｎ１及び第１緑色狭帯域光Ｇｎ１からなる照明光が出射され、遠景観察
状態のときは光源装置１３から第２青色狭帯域光Ｂｎ２及び第２緑色狭帯域光Ｇｎ２から
なる照明光が出射される。従って、上記第１実施形態で説明した効果と同様の効果が得ら
れる。
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【００８６】
［第３実施形態］
　次に本発明の第３実施形態の内視鏡システムについて説明を行う。上記第１実施形態の
内視鏡システム１０では、通常モード時にはフィルタターレット３２を広帯域光ＢＢの光
路から退避させることにより広帯域光ＢＢを患者の管内に照射させている。これに対して
、第３実施形態の内視鏡システムは、フィルタターレットを退避させることなく、広帯域
光ＢＢの照射が可能な構成を備えている。
【００８７】
　図１６に示すように、第３実施形態の内視鏡システムのフィルタターレット７５は、近
景観察用フィルタ３７及び遠景観察用フィルタ３８の他に、広帯域光ＢＢをそのまま透過
させる開口７６を有している。なお、第３実施形態の内視鏡システムは、第１実施形態の
フィルタターレット３２及びターレットシフト機構３３の代わりに、フィルタターレット
７５を備える点を除けば、基本的には上記第１実施形態と同じ構成であるので、第１実施
形態と機能・構成上同一のものについては同一符号を付してその説明は省略する。
【００８８】
　図１７に示すように、ＣＰＵ５４は、観察モードとして通常観察モードが選択されてい
る場合には、ターレット回転機構３４を制御して、開口７６が広帯域光ＢＢの光路内に挿
入されるようにフィルタターレット７５を回転させる。これにより、フィルタターレット
７５を光路内から退避させることなく、広帯域光ＢＢの照射が可能となる。また、第１実
施形態と異なり、ターレットシフト機構３３が不要となるので、製造コストを下げること
ができる。
【００８９】
　また、ＣＰＵ５４は、第１実施形態で説明したように、観察モードとして近景観察モー
ドが選択されている場合には近景観察用フィルタ３７が広帯域光ＢＢの光路内に挿入され
、遠景観察モードが選択されている場合には遠景観察用フィルタ３８が広帯域光ＢＢの光
路内に挿入されるように、ターレット回転機構３４を制御してフィルタターレット７５を
回転させる。これにより、第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００９０】
　上記各実施形態では、特殊光観察モード時に青色狭帯域光と緑色狭帯域光とからなる照
明光を光源装置１３から出射させているが、照明光として用いる狭帯域光の波長帯域は特
に限定されず、例えば赤色狭帯域光を光源装置１３から出射させてもよい。
【００９１】
　上記各実施形態では、遠景観察モードにおいて光量不足を補うために、第１青色狭帯域
光Ｂｎ１よりも半値幅を拡げた第２青色狭帯域光Ｂｎ２を光源装置１３から出射させてい
るが、波長帯域を第１青色狭帯域光Ｂｎ１よりも拡げた第２青色狭帯域光を光源装置１３
から出射させてもよい。また、半値幅や波長帯域を拡げる代わりに、第２青色フィルタエ
リアＢｎ２ｆの面積や光の透過率を増やすようにしてもよい。なお、第２緑色狭帯域光Ｇ
ｎ２の光量増加についても同様である。
【００９２】
　上記各実施形態では、プロセッサ装置１２のＣＰＵにより光源装置１３の各部を制御し
ているが、これら各部を制御するＣＰＵ等の制御部を光源装置１３に設けてもよい。また
、上記実施形態では、カラーイメージセンサとして、１ＣＣＤ方式のＣＣＤ４４について
説明を行ったが、この代わりに３個のＣＣＤとプリズムとからなる、いわゆる３ＣＣＤ方
式を採用してもよい。
【００９３】
　上記各実施形態では、遠景観察モードにおいて光量不足を解消するために、第１青色狭
帯域光Ｂｎ１よりも半値幅を拡げた第２青色狭帯域光Ｂｎ２と、第１緑色狭帯域光Ｇｎ１
よりも半値幅を拡げた第２緑色狭帯域光Ｇｎ２とを照明光として用いているが、光量の不
足量が少ないときは、第２青色狭帯域光Ｂｎ２と第２緑色狭帯域光Ｇｎ２のいずれか一方
の半値幅または波長帯域を拡げるようにしてもよい。
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　上記実施形態では、光源装置１３から電子内視鏡１１へ広帯域光や各色狭帯域光を出射
しているが、これら広帯域光や各色狭帯域光の光源（例えばＬＥＤなど）を挿入部先端部
１６ａ内に設けてもよい。
【００９５】
　上記実施形態では、２種類の特定の波長の光を利用して表層血管や中深層血管の特殊光
観察を行う内視鏡システムについて例に挙げて説明を行ったが、２種類の特定の波長の光
を利用して行う蛍光観察（Auto Fluorescence Imaging）、赤外光観察（Infra Red Imagi
ng）、光線力学的診断（Photodynamic diagnosis）などの各種観察、診断に用いられる内
視鏡システムに本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００９６】
　１０，７０　内視鏡システム
　１１　電子内視鏡
　１２　プロセッサ装置
　１３　光源装置
　３０　広帯域光源
　３２，７５　フィルタターレット
　３３　ターレットシフト機構
　３４　ターレット回転機構
　３７　近景観察用フィルタ
　３８　遠景観察用フィルタ
　４４　ＣＣＤ
　５４　ＣＰＵ
　５９　観察モード切替スイッチ
　７１　フィルタシフト機構
　ＢＢ　広帯域光
　Ｂｎ１　第１青色狭帯域光
　Ｂｎ２　第２青色狭帯域光
　Ｇｎ１　第１緑色狭帯域光
　Ｇｎ２　第２緑色狭帯域光
　Ｂｎ１ｆ　第１青色フィルタエリア
　Ｂｎ２ｆ　第２青色フィルタエリア
　Ｇｎ１ｆ　第１緑色フィルタエリア
　Ｇｎ２ｆ　第１緑色フィルタエリア
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